
業 務 仕 様 書 

 

 

１ 業務名  三朝町立賀茂保育園改修工事実施設計及び監理業務 

 

２ 概 要  改修工事実施設計業務 

        設計図書に基づく工事費の積算 

         平成 14 年建築 

         木造-1F 延べ面積 1,013.88 ㎡ 

         ・外部改修（ウッドデッキ塗装改修） 

         ・内部改修（床材・床畳改修） 

         ・屋根付帯改修（ﾌﾟｰﾙｻｲﾄﾞ床改修、砂場屋根改修） 

       改修工事監理業務 

        上記改修工事に係る工事監理 

 

所在地  東伯郡三朝町大字本泉 

 

３ 業務期間 契約の日から令和７年１１月２５日 

 

４ 業務仕様  

鳥取県総務部営繕課監修の「公共建築設計業務委託仕様書」及び「公共建築工事監理業務

委託仕様書」の例による。 

 

５ 成果品  発注用設計書・図面 A3（金入り） ２部 

         閲覧用  金抜き（数量あり） ２部 

         閲覧用  金抜き（数量抜き） ２部 

       縮刷版 A3  ３部 

       業務完了報告書 積算資料１式 １部 

       電子データ ２部 



業務名 　三朝町立賀茂保育園改修工事実施設計及び監理業務

委託料 円

業務概要

費目 名　称 規　格 数　量 単位 単　価 金　額 摘　要

実施設計業務 　

　 直接人件費 　 1 式

改修工事設計 建築 12.3 人・時間

諸経費 1 式 率=1.10

技術経費 　 1 式 率=0.15

小計

工事監理業務

直接人件費 1 式

改修工事監理 72.0 人・時間

諸経費 1 式 率=1.10

技術経費 　 1 式 率=0.15

小計

消費税 1 式

委託費計

・業務場所：三朝町大字本泉
・業務内容
　　実施設計（工事費積算）
　　　外部改修（ウッドデッキ塗装改修）
　　　内部改修（床材・床畳改修）
　　　屋根付帯改修（ﾌﾟｰﾙｻｲﾄﾞ床改修、砂場屋根改修）
　　監理業務
　　　上記改修工事に係る工事監理

合計



ダウンロード可能）による。

・　引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　特別管理産業廃棄物（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　処理方法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　）

・　再生資源化を図るもの

（２）　特記事項は・印のついたものを適用する。

・印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。

・印と※印のついた場合は共に適用する。

２．特記仕様

（１）　項目は番号に○印のついたものを適用する。

（６）　材料及び製造所等の記載は順不同である。

１．共通仕様

章 項　　目 特　　記　　事　　項

（４）　Ｇ印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（以下「グリーン購入法」という。）の特定調達品目を示す。

　細図」という）

（１）　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「公共建築改修工事標準仕様書

（３）　項目に記載［　　］の内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（　　）の内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

建　築　改　修　工　事　仕　様　書

　　　　　番号　　　　　名　称　　　　　　工事種別　　　　　構　造　　　　　階数　　建築面積（㎡）　　延べ面積（㎡）

（５）　関係法令（条例を含む）の改正等にり、工事内容が法令等に抵触する恐れがあることを認識した場合には、その対応等につい

て、監督職員と協議を行うものとする。

 工事の施工に伴い必要な官公署、その他への手続き、検査並びにその費用は、本工事請負者の負担とする｡

［１．１．３］

電気保安技術者

［１．３．３］

 担当技術者の職務を補佐し、当該工事の工事期間中自家用電気工作物の保安の業務を行うものとする。

 る｡

 建築工事安全施工技術指針及び建設公衆災害防止対策要綱を参考に、工事安全計画書を監督職員に提出す

［１．３．７］

等（報告書等）を用意する。

（２）　請負者は、建築基準法に基づく完了検査（中間検査含む）の検査には、特定行政庁（建築主事等）が求める検査に必要な資料

工事安全計画書

発生材の処理等

官公庁その他への手続

適用基準等

・コンクリート塊　　・アスファルトコンクリート塊　　・建設発生木材

・　ＰＣＢ含有シーリング材の調査・処理

・第一次判定

　　採取箇所　　　※図示

　　採取箇所数　　計　　箇所

・第二次判定

　専門分析機関にてＰＣＢ含有量の分析を行う。

　　分析個数　　　計　　箇所

・除去処理工事

　除去範囲　　　　※図示

・　せっこうボードの処理

・石綿含有せっこうボード　　　改修特記仕様書第９章による

・ひ素・カドミニウム含有せっこうボード

　・製造業者に回収委託

　・埋立処分（管理型最終処分場）

・　石綿含有、ひ素・カドミウム含有以外のせっこうボード

・再資源化（再資源化施設）　　　　・最終処分（管理型最終処分場）

　　　処分施設の名称・所在地（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　処分施設の名称・所在地（　　　　　　　　　　　　　　　）

６

　１

　２

　３

　４

　５

環境への配慮

［１．４．１］

化学物質を放散させる建築材料等

１）本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する品質及び性能を有すると共に、次の

  ①から④を満たすものとする。

　① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、

　　その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上げ塗材は、

　　アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する

　　「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

　　トアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

　　難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

　　また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒド放散量」は、次のとおりとする。

　② 接着剤及び塗料にトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

　③ 接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない

　④ ①の材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は、ホルムアルデヒド、アセ

３）ホルムアルデヒド放散量の区分において、第三種とは次の①又は②に該当する材料を指す。

２）ホルムアルデヒド放散量の区分において、規制対象外とは次の①又は②に該当する材料を指す。

１　
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般
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［１．３．１２］

　（建築工事編）令和４年版」（以下、「改修標準仕様書」という。）による。ただし、改修標準仕様書に規定されている項

目以外は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和４年版」（以下、「標準仕様

書」という。）による。

※　建築工事標準詳細図（令和４年版）　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（以下「標準詳

※　建築改修工事監理指針（令和４年版）　　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

※　工事写真撮影ガイドブック建築工事編及び解体工事編（平成３０年版）　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・　建築物解体工事標準仕様書（令和４年版）　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・　建築工事監理指針（令和４年版）　　　　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　現場にてサンプルを採取し、シーリング材種及び分析の要否を判定する。

　① 建築基準法施行令第20条の第7第1項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド発散建築

　　材料以外の材料

　②建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

  ② 建築基準法施行令第20条の7第3項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　① 建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

７ 材料の品質等

１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能有する

　　ものとする。

４）本工事に使用する材料のうち、５）に指定する材料の製造業者等は、次の①～⑥の事項を満たす

　　ものとし、その証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し）を監督職員に提出して承諾

　　を受けるものとする。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りではない。

　① 品質及び性能に関する試験データが整備されている｡

  ② 生産施設及び品質の管理が適切に行われている｡

  ③ 安定的な供給が可能である｡

  ④ 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得している｡

  ⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性がある｡

  ⑥ 販売、保守等の営業体制が整えられている｡

［１．４．２］

材料・機材等の品質及び性能

５）製造業者等に関する資料の提出を定める材料

石綿含有建材の調査８ 調査

　※石綿含有建材の事前調査

　　工事着手に先立ち、あらかじめ関係法令に基づき、石綿含有建材の事前調査を行う

　　　貸与資料（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・分析による石綿含有建材の調査

　　分析対象

　　　トレモライト

　　分析方法

　　　材料が仕上塗材の場合は、層ごとの分析を行うこと

　　　サンプル数　　１箇所あたり３サンプル

　　　採取箇所　・ 図示

施工数量調査９

調査方法　※テストハンマーによる打診及び目視　・図示　　

調査範囲　※外壁（庇、笠木共）　・屋根　　・図示

　外壁調査は、外壁改修フローに対応する外壁面のひび割れ、浮き、欠損部、内部まで貫通したひび割れ

　及び雨漏りの有無についての位置及び数量（幅、長さ、面積）の調査を行う

　また、その報告書は、調査結果を立面図等に記載し集計表を添えて監督職員に２部提出する（必要に応

　じて写真等を添付する。）

［１．６．２］

調査のための破壊部分

の補修

補修方法　　※　図示　　10

［１．６．３］

技能士 下表により適用する技能士は、適用する工事作業中、１名以上の者が自ら作業をするとともに、他の技

能者に対して、施工品質の向上を図るための作業指導を行う

（技能士：職業能力開発促進法による一級技能士又は単一等級の資格を有する者）

また、その技能士はその者が技能士であることがわかる名札（下図参考）を常時着用する

11

［１．７．２］

工事種目

タイル張り

サッシ施工建具改修工事

・　左官作業左官

樹脂接着剤注入施工外壁改修工事

・　ビル用サッシ施工作業

・　タイル張り作業

・　ガラス工事作業ガラス施工

・　樹脂接着剤注入工事作業

・　とび作業

技能検定作業技能検定職種

仮設工事

防水改修工事 防水施工

とび

・　アスファルト防水工事作業

・　ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

・　アクリルゴム系塗膜防水工事作業

・　合成ゴム系シート防水工事作業

・　塩化ビニル系シート防水工事作業

・　セメント系防水工事作業

・　シーリング防水工事作業

・　改質アスファルトシートトーチ工法

　　防水工事作業

・　ＦＲＰ防水工事作業

自動ドア施工

建具製作

ガラス用フィルム施工

・　自動ドア施工作業

・　木製建具加工作業

・　建築フィルム作業

・　大工工事作業

・　内外装板金作業

・　カーペット系床仕上作業

・　プラスチック系床仕上工事作業

・　鋼製下地工事作業内装仕上施工

建築板金

建築大工内装改修工事

・　壁装作業

・　左官作業

・　タイル張り作業タイル張り

左官

表装

　　　作業を含む）

　　（２級及びプラスチック系仕上げ工事

・　ボード仕上げ工事作業

・　建築塗装作業塗装

耐震改修工事

塗装改修工事

とび ・　とび作業

鉄筋施工 ・　鉄筋組立作業

型枠施工 ・　型枠工事作業

コンクリート圧送施工 ・　コンクリート圧送工事作業

鉄工 ・　構造物鉄工作業

環境配慮改修工事 ・　建築配管作業

・　溶解ペイントマーカー工事作業

・　加熱ペイントマシンマーカー工事作業

・　造園工事作業造園

路面表示施工

配管

　《技能士名札参考図》

□　技　能　士

９０　ｍｍ

５
５
　
ｍ
ｍ

写真　（３０×４０）

名札の発行元

技能士本人の住所

技能士の級の別

技能士の種別

技能士の職種により色を変えることも可

　　鳥取市

　　○型

　　○○工務店

　　○山○夫

　　１級

　　建築大工

発行　　　○○○○○○○○会

自　宅

勤務先

血液型

氏　名

級　別

職　種

１）測定対象室のホルムアルデヒド、スチレン、トルエン、キシレン、エチルベンゼンの室内濃度を測定

　　し、厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し、監督職員に報告する。

　・パラジクロロベンゼンを追加して分析を行う

①３０分間換気

測定対象室のすべての窓及び扉（造り付け家具、押し入れ等の収納部分の扉を含む）を開放し、３０

②５時間閉鎖

①の後、測定対象室すべての窓及び扉を５時間閉鎖する。ただし、造り付け家具、押し入れ等の収納

③測定

ロ　測定時間は、原則として２４時間とする。ただし、工程等の都合により、２４時間測定が行えな

い場合は、８時間測定とする。なお、８時間測定の場合は、午後２時～３時が測定時間帯の中央

④分析

⑤その他

２）パッシブ型採取機器を用いて測定を行う場合には、次の要領で測定及び分析を行う。

分間換気する。

部分の扉は開放したままとする。

イ　②の状態のままで測定する。

となるよう、１０時３０分～１８時３０分までの時間帯で測定する。

ハ　測定回数は１回とし、複数回の測定は不要とする。

測定対象化学物質を採取したパッシブ型採取機器を分析機関に送付し、濃度を分析する。

監督職員から測定方法に関する注意事項等の指示を受ける。

化学物質の濃度測定12

　・　電子データ又はネガの提出［完成写真］　　　　（　・　要　・　不要）

１部

　・ 四ﾂ切　　箇所

下記のものを監督職員に提出する。

区　　分 分類・規格 撮影箇所 部数

　各工種の工程毎　カラーサービス判　※　工事記録写真

２部

２部

　カラーサービス判　※　完成写真

　・　 　カラーキャビネ判 　部

　部

　・　パネル 　カラー ２部

　・　内部　　箇所

　・　外部　　箇所

　・　内部　　箇所

　・　半切　　箇所

　・　全紙　　箇所

　・　外部　　箇所

完成写真

　・　電子データ又はネガの提出［工事記録写真］　　（　・　要　・　不要）

13

下記のものを監督職員に提出する

※　ＣＡＤデータ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　式

※　原図の大型コピー（白焼）の２つ折製本　　　　　　　　　　　２　部

※　縮小版２つ折製本（Ａ４版）　　　　　　                    ２　部

・　複写　縮小版Ａ３バラ焼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部

完成図の種類及び内容（改修前後の状態が分かるように整備する）

・　案内図・配置図　：　配置図には外構整備、屋外給排水系統図含む

・　改修概要図　：　改修概要、部位等を表示する

・　平面図　：　室名、耐震壁（防火壁）、避難施設等を表示する

・　立面図　：　外壁仕上、補修範囲等を表示する

・　断面図　：　階高、天井高等を表示する

・　仕上表　：　屋外、屋内（各階）の仕上表を表示する

・　構造図　：　杭、構造躯体等を表示する

完成時の提出図書14

設備機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

※

※ ※

※

※

※

※

※

※

※※

※

※

※

※

※

※

機　械電　気建　築

※

　・　電気室、自家発電室などの基礎及びピット（蓋を含む）

　　　ドアクローザ、フロアヒンジ

　・　自動開閉装置を取付ける防火戸の切込み、補強及び

　　　壁の切込加工、下地の補強

　・　埋込型機器取付用の天井

　・　ＯＡフロア・フリーアクセスフロアの切込み及び補強

　　　仮枠及び埋込部分の補強

　・　鉄骨造の開口及び補強

　・　コンクリート壁、床、梁貫通部

　仮枠

　補強

　切込

　補強

　基礎

　アンカーボルト

　屋内・屋外設置

　屋上設備

　補強

　　　　　　　設備工事との取り合い

※ ※

　・　照明器具・幹線等の吊りボルト

　・　軽量鉄骨壁のボックス取付用下地

　・　埋込分電盤・端子盤・プルボックスの

　・　テレビアンテナ

　・　機器類のコンクリート基礎

設備工事との取り合い15

コンクリート、モルタル等の撤去部分の境目は、原則としてダイヤモンドカッター切りとする。撤去部分16

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

基準風速　　Ｖｏ＝　　　ｍ／ｓ

地表面粗度区分　・　Ⅰ　　・　Ⅱ　　・　Ⅲ　　・　Ⅳ

積雪区分　平成12年5月31日建設省告示第１４５５号　別表（　　　　）

適用区分17

　ダイヤモンドカッター切り深さ（※30㎜程度　　・　　　　　）

・　主な主要資材、機器等のメーカー及び施工者一覧表

・　機器性能試験成績書及び取扱説明書

・　保証書

・　官公署届出書類（保守に必要とするもの）

・　建築物の保守に関する説明書、指導案内書

下記のものをＡ４版ファイルに製本して監督職員に提出する。保全に関する資料

・　

18

まちづくり条例

鳥取県福祉の

建設リサイクル法

景観形成条例

建築物省エネ法

火災保険等

環境配慮

工事目的物及び工事材料等工事施工途中の事故に伴う損害を補てんするため火災保険等に加入する。

鳥取県公共事業環境配慮指針　　※　対象工事　　　・　非対象工事　　　　　　　　

※　対象工事　　・　非対象工事

※　対象工事　　・　非対象工事

※　対象工事　　・　非対象工事

※　対象工事　　・　非対象工事

19

20

21

22

23

24

足場その他２

２　

仮
設
工
事

１

手すり先行専用方式により行う。

「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の（２）手すり据置き方式又は（３）［２．２．１］

［表２．２．１］

　・　行わない

４ 仮設間仕切り

［２．３．２］

３

［２．３．１］

既存部分の養生 養生方法等

 ・既存部分の養生方法　※ビニルシート、合板等による　　

 ・既存家具、既存設備等の養生方法　※ビニルシート等　　・　

 ・既存ブラインド、カーテン等の養生方法　※ビニルシート等（取外し再取付けを行う）　　・　

　　　　　　　　　　　　　　 　保管場所　※構内既存施設内　　・　

　・　Ａ種　　※　Ｂ種　　・　Ｃ種　　・　図示　　　

　Ａ種のグラスウール等の充填材　

　Ａ、Ｂ種の仕上げ材　※石こうボード（GB-R　厚さ9.5mm）　　・合板（普通合板　厚さ9mm）

　Ａ、Ｂ種の片面への塗装等　・行う　　※行わない

仮設扉の種別　※木製（合板張り程度）　　・　

［２．４．１］

監督職員事務所

８

７

　令和○○年○月工事完成予定

　工事期間　令和○年○月から○年○月まで

工事用仮設物

構内既存の施設　　※　利用できない　　・　利用できる（　※　有償　　・　無償　）工事用電力

構内既存の施設　　※　利用できない　　・　利用できる（　※　有償　　・　無償　）工事用水

　　監督職員が指示するものとする。

２．お願い表示板は平易な表現及び内容とし、

１．書体は角ゴシックとする。

記入要領

表示板

　地色　白　地色　白

　地色　白

５ＹＲ６．５／１１
マンセル記号
　地色

　　簡単なパース、又は立面図を掲載する

　（拡大カラーコピーを張り付けてもよい）

　　ご協力よろしくお願いします。

　　　工事期間中は、ご迷惑をおかけしますが、ご理解と

　事業協力のお願い

　現在の進捗率○○％

　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　事業の目的

　　　　　連絡先　　ＴＥＬ　○○－○○○○
　施工者　○○○○○○建設

１，
６０

０

１，２００

御通行中の皆様へ

　地色
　マンセル記号

　５ＹＲ６．５／１１

　地色　白

　　現場責任者　○○　○○

　　　　　夜間　○○－○○○○

　　連絡先昼間　○○－○○○○

　設計者　○○○○○○設計

　　　　　　　延べ面積○○○○ｍ２

　構造・規模　鉄筋コンクリート造　○階建

　工事名　○○○○○○新築工事

建　築　工　事　中

９００

１
，２

００

構内既存の施設　　・　利用できない　　・　利用できる

５

６

９

・　既存建物内の一部を使用する（場所　　　　　　　）

・　構内に新設する　規模（　　　　　　㎡）

　　　　　※　工事表示板　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　お願い表示板

イメージアップ

工事現場の１０

［３．１．３］

３　

防
水
改
修
工
事

既存防水層の処理２ 既存保護層の撤去　・行う（範囲　・図示　　・　　　　　　　）　　・行わない

既存防水層の撤去　・行う（範囲　・図示　　・　　　　　　　）　　・行わない

　・設けない

改修用ドレン

１

養生方法

降雨時に対する

・　

※改修標準仕様書3.1.3(5)(ｱ)～(ｳ)による。

［３．２．３、４、６］

［３．１．４］

（保険の加入期間は、工事完成引き渡しまで（概ね工期＋21日）とする。）

　※　行う（JIS A 6301グラスウール吸音材２号32K 厚50㎜）

　・設ける（　・ P0AS　・ P0ASI　・ P0D　・ P0DI　・ P0S　・ P0SI　・ P0X）

判断の基準は「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（令和４年２月２５日変更閣議決定）」（環境省のホームページか

［１．９．３］

［ １ ． ５． １ ］

　 　 　アクチノ ライト、アモサイト、アンソフ ィ ライト、 ク リソタイル、 クロシドライト、

［ １ ． ７． ９ ］

［ １ ． ９． １ 、 ２ ］

［ ２ ． １ ． ３ ］

　・　天井点検口

・　その他　：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※　原図Ａ１版又はＡ２版（設計図の第２原図訂正不可）　　　　　　　部

　監理者　　　　　○○○○○○設計

　施工者　○○○○○建設

　発注者　鳥取県東伯郡三朝町

　鳥取県東伯郡三朝町町民課　鳥取県東伯郡三朝町町民課

　　　　　連絡先　○○－○○○○

　　　　　連絡先　○○－○○○○

材料名
分析方法（定性） 分析方法（定量）

JIS A 1481-1又はJIS A 1481-2 JIS A 1481-3又はJIS A 1481-4

 　・ 　　箇所

 　・ 　　箇所

 　・ 　　箇所

 　・ 　　箇所

 　・ 　　箇所

 　・ 　　箇所

騒音・粉じん等の対策　・防音パネル　　・防音シート

防音パネル、防音シートを取り付ける足場の設置範囲

騒音・粉じん等の対策

　内部足場　・設置する（※脚立、足場板等　・　　　　　　　）　　・設置しない

　外部足場　・設置する（範囲　※工事に必要な範囲　　・　　　　　　）　　・設置しない

　防護シート　・設置する（範囲　※工事に必要な範囲　　・　　　　　　　）　　・設置しない

　　　　　　　　　　　　　　　　Ｃ種：利用可能なエレベーター（　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　Ｄ種：利用可能な階段（　　　　　　　）

※　工事に必要な範囲　　・　

 ・固定された家具等（備品、机、ロッカー等）の移動　※行う（図示）　　・　

既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれがある場合は養生を行う。また、万一損傷を与えた場合は、

受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。

仮設間仕切り及び仮設扉の設置個所　※図示　　・　

仮設間仕切りの種別と材質等

  現場に設置する備品等は、現場説明書の施工条件明示事項による。

※　設ける　　　　　㎡程度　　・　設けない

露出防水層表面の仕上げ塗装の除去

・行う（　・M4AS　・M4ASI　・M4C　・M4DI　・L4X）

・行わない

吸水調整材

床型枠用鋼製デッキプレート

鉄骨柱下無収縮モルタル

乾式保護材

ルーフドレン

無収縮グラウト材

既調合モルタル

錠前類

クローザ類

自動扉機構

自閉式上吊り引戸機構

重量シャッター

軽量シャッター

防水剤

オーバーヘッドドア

移動間仕切

現場発泡断熱材

フリーアクセスフロア

可動間仕切

トイレブース

煙突用成形ライニング材

天井点検口

床点検口

グレーチング

屋上緑化システム

トップライト

既調合目地材

ポリマーセメントモルタル

鋳鉄製ふた
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               ＦＡＸ　０８５８－４７－００６８

               ＴＥＬ　０８５８－４７－００５８

有限
会社ア－ク設計工房ア－ク設計工房

D R A WC H I E FH E A D

１６８６６８一級建築士　第 号 藤原　賢治

管理建築士

２０２４

三朝町立賀茂保育園改修工事

８

Ｔ

改修工事特記仕様暑（ 1 ）

１

指定なし 指定なし

改修 1

30

33

図示による

3

3

設計図に準ずる

東伯郡三朝町大字本泉

4,007.35

1 賀茂保育園 木造 1,105.53 1,013.88

Ⅰ．工　事　概　要

　　１．工　事　場　所

　　２．敷　地　面　積　　　　　　　　　　　㎡

　　４．建　物　概　要

Ⅱ．建築改修工事仕様

用途地域（　　　　　　　）　防火地域（　　　　　　　　）

（３）　電気及び機械設備工事を本工事に含む場合、電気及び機械設備工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。

 国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律第100号）に基づく環境物品等の調達

 の推進に関する基本方針における公共工事の配慮事項（資材（材料及び機材を含む）の梱包及び容器は、

 可能な限り簡易であって、再生利用の容易さ及び廃棄時の負担軽減に配慮されていること。）に留意する

　　場合は監督員の承諾を受ける。

２）備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を使用する

３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。

　屋根調査は、防水面のひび割れ、浮き、欠損部、目地欠損部及び雨漏りの有無についての位置及び数量

　（幅、長さ、面積）の調査を行う。

　　測定対象室（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

備考

・　原図ケース・製本図面の背表紙に「施設コード・部局名称」ラベルを貼付ける

　開口

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの別紙１

　材料、撤去材等の運搬方法　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種　　・　Ｄ種　　・　Ｅ種

　　３．地　域　地　区　　都市計画地域（・内　・外）　市街化調整区域（・内　・外）
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               ＦＡＸ　０８５８－４７－００６８

               ＴＥＬ　０８５８－４７－００５８

有限
会社ア－ク設計工房ア－ク設計工房

D R A WC H I E FH E A D

１６８６６８一級建築士　第 号 藤原　賢治

管理建築士

２０２４

三朝町立賀茂保育園改修工事

８

Ｔ

改修工事特記仕様暑（４）

２

塗替え ・Ｅ種 Ｂ種

亜鉛メッキ鋼面

　　　（試験体の作製）「モザイクタイル」及び「小口タイル・二丁掛けタイル」とも、各々 ニ）標準

　　　　　シ樹脂接着剤で鋼製アタッチメントを接着し、引張試験機を用いて接着強さ試験を行う。な

　　　　　お、接着強さの測定箇所は、試験体の中からまんべんなく５箇所を選び抜き取る。（全てが

　　　　　0.6N/mm2以上）

　　　　　モンドカッターを用いて、タイル周辺に沿って下地板に達するまで切り込みを入れ、エポキ

　　　２　適用タイルが「小口タイル・二丁掛けタイル」の場合

　　　　　推奨仕様Ｂ－１に規定する普通平板N-300を下地板とし、表面をサンドペーパーを用いて軽く

　　　　　ちにJIS A 5209「セラミックタイル」に規定する外装壁モザイクタイルで乾式成形のⅠ類（施

　　　　　ゆう）「小口タイル（108mm×60mm×12mm）」を4枚2列、計8枚を圧着する。その後、28日間、

　　　　　温度20±2℃、湿度80％以上の状態で湿空養生を行い、これを試験体とする。

　　　　（試験方法）「モザイクタイル」の場合と同様に行う。

　　　　「建築用仕上塗材」の7.10温冷繰返し試験に準じて行う。

　　　　試験の手順は、試験体を20±2℃の水中に18時間浸せきした後、直ちに-20±2℃の恒温器中で

　　　　3時間冷却し、次いで50±2℃の別の恒温器中で3時間加温し、この24時間を１サイクルとする

　　　　操作を10回繰返した後、試験室に2時間静置し、ひび割れ及び膨れの有無を目視によって調べる。

　　　（温冷繰返し後の接着強さ試験方法）「モザイクタイル」及び「小口タイル・二丁掛けタイル」

　　　　とも、各々温冷繰返し試験完了後の試験体を標準状態で2日間静置養生した後、標準時の接着

　　　　強さ試験方法と同様に行う。（全てが0.4N/mm2以上）

　　　　に準ずる。

　　　　　研磨した後、水湿しを行い直ちに イ）で調製した試料を厚さ7mmになるように塗付ける。直

　　　　時の接着強さの試験方法の「試験体」と同様とする。

　　　　　研磨した後、水湿しを行い直ちに イ）で調製した試料を厚さ5mmになるように塗付ける。直

　　　　JIS A 1171「ポリマーセメントモルタルの試験方法」に準ずる。

　　　　　温度20±2℃、湿度80％以上の状態で湿空養生を行い、これを試験体とする。

　　　　　ゆう）「50角ユニットタイル（外のり寸法約300mm×300mm）」を圧着する。その後、28日間、

　　　　　推奨仕様Ｂ－１に規定する普通平板N-300を下地板とし、表面をサンドペーパーを用いて軽く

　　　１　適用タイルが「モザイクタイル」の場合

　　　　試験は３回実施し、その平均値を用いて次式により保水率を求める。

　　　　に直角な方向の長さをノギスを用いて、1mmの単位まで測定する。

　　　　ようにして静置する。60分後にろ紙へにじみ出した水分の広がりが最大と認められた方向とこれ

　　　　その後、直ちにリング型わく上部にガラス板を当てて上下を逆さまにし、ろ紙部分が上部になる

　品質性能等

　　単位容積質量：1.8kg/L以上

　　吸水量：50g以下

　　長さ変化率：0.2%以下（収縮）

　　保水率：３０％以上

　　イ）試験の条件

　　　　試験室は、温度20±2℃、湿度65±5% RHの標準状態とする。また、試験に使用する材料、器具

　　　　などを、予め24時間以上標準状態に置いた後使用する。

　試験方法

　　　　　　保水率＝50／平均値×100　　（注）　50:リング型わくの内径　　mm

　　　　JIS A 6203「セメント混和用ポリマーディスバージョン及び再乳化形粉末樹脂」9.9長さ変化率

　　　　JIS A 6916「建築用下地調整塗材」7.11曲げ強さ試験に準ずる。

　　　　　ちにJIS A 5209「セラミックタイル」に規定する外装壁モザイクタイルで乾式成形のⅠ類（施

　　　　（試験方法）JIS A 6909「建築用仕上塗材」の7.9付着強さ試験に準じて行う。試験体をダイヤ

　　　　（試験体の作成）JIS A 5371「プレキャスト無筋コンクリート製品」の附属書Ｂ（規定）及び

　　　　（試験体の作成）JIS A 5371「プレキャスト無筋コンクリート製品」の附属書Ｂ（規定）及び

　　　（温冷繰返し試験）「モザイクタイル」及び「小口タイル・二丁掛けタイル」とも、各々JIS A 6909

既製調合目地材

　　ハ）単位容積質量

　　二）接着強さ（標準時）

　　ホ）接着強さ（温冷繰返し後）

　　へ）長さ変化率

　　ト）曲げ強さ

　　　　と認められた方向とこれに直角な方向の長さをノギスを用いて1mmまで測定する。試験は3回実施し、

　　　　意する。練り混ぜは、JIS R 5201「セメントの物理試験方法」10.1に規定する練り混ぜ機を使用し、

　　　　ロ）で調製した試料を用いてJIS A 1171の7.6長さ変化率試験に従って行う。

　　　　ロ）で練り混ぜた試料を、JIS A 1171「ポリマーセメントモルタルの試験方法」の6.3に規定

　　二）単位容積質量

　　　　その中央部に真鍮製リング型わく（内径50mm、高さ10mm、厚さ3mm）を設置し、ロ）で練り混ぜた

　　ロ）試料の調製

　　ホ）長さ変化率

　　　　する方法で求める。

　　　　保水率（％）＝50／平均値×100　注）50:リング型わくの内径(mm)

　　　　その平均値を用いて次式により保水率を求める。

　　　　し、ろ紙部分が上部になるようにして静置する。10分後にろ紙へにじみ出した水分の広がりが最大

　　　　試料を金べらで平滑に詰め込む。その後、直ちにリング型わく上部にガラス板を当て上下を逆さに

　　　　厚さ5mm）の上にJIS P 3801「ろ紙（化学分析用）」に規定する5種Aろ紙（直径18.5cm）をのせ、

　　　　JIS R 3202「フロート板ガラス及び磨き板ガラス」に規定する磨き板ガラス（縦200mm、横200mm、

　　ハ）保水性（ろ紙法）

　　　　練りばちに用意した水を入れ、攪拌しながら30秒間に材料を投入し3分間練り混ぜて試料とする。

　　　　を計算して用意し、さらに標準加水量より用意した材料に相当する量の繰り混ぜ水を計算して用

　　　　正味質量と標準練り上がり量より、1.0～1.2Lの試料を練り上げるのに要する材料に相当する量

　　へ）吸水量

　　　　ロ）で調製した試料を用いてJIS A 1404「建築用セメント防水剤の試験方法」10.に規定する

　　　　方法で24時間の吸水量を求める。試験体数は3個とし、その平均値とする。

施工 主な用途

による区分箇所

形状寸法

（㎜）

吸水率による区分

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 施ゆう無ゆう

うわぐすり 役　物

有 無 標準 特注

色 再生材の 耐凍害性

有 無
備考

適用 Ｇ

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　 ・　

・　 ・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

有機系接着剤によるタイル（セラミックタイル）張り

　タイルの形状、寸法等

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

試験張り　・　行う　　・　行わない

見本焼き　・　行う　　・　行わない

有機系接着剤のホルムアルデヒド放散量　　※　規制対象外　　・　

塗厚（mm）　※　10㎜程度　　・　

１ 材料

[７．１．３]

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

防火材料

　・次の箇所を除き防火材料とする（・　　　　　　　）

　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする

　※Ｆ☆☆☆☆　　・　

塗替え種別がＲＢ種の場合の既存塗膜の除去範囲

　※劣化部分は除去し、活膜部分は残す

２ 下地調整

［７．２．１～７］

下地調整、素地ごしらえ

下地面の種別
塗替え 新規 ひび割れ部の補修

木部

鉄鋼面

鉄鋼面（ＤＰ）

亜鉛めっき面

モルタル面、せっこうプラスター面

コンクリート面、

ＡＬＣパネル面（ＤＰ以外）

コンクリート面、

押出成形セメント板（ＤＰ）

せっこうボード面、その他ボード面

※ＲＢ種　・　

※ＲＢ種　・　

※ＲＢ種　・　

※ＲＢ種　・　

※ＲＢ種　・　

※ＲＢ種　・　

※ＲＢ種　・　

※ＲＢ種　・ＲＣ種

・Ａ種　・Ｂ種　

・Ａ種　・Ｂ種　

・Ａ種　・Ｂ種　

・Ａ種　・Ｂ種　

・Ａ種　・Ｂ種　

　Ｃ種

　Ｂ種

　Ｂ種

　－

　－

　－

　－

　－

　－

　－

・行う

・行う

・行う

鉄鋼面

塗　装　面 塗料の種別 工程の種別

錆止め塗料塗りの種別

亜鉛めっき鋼面

ＳＯＰ

ＥＰ－Ｇ

新規見え掛り

新規見え隠れ

塗替え

・Ａ種　・　

・Ｂ種　・　

・Ｃ種　・　

新規見え掛り

新規見え隠れ

塗替え

・Ａ種　※Ｂ種

ＤＰ

・Ａ種　・　

・Ｂ種　・　

・Ｃ種　・　

・Ａ種　・　

新規鋼製建具等

新規その他

塗替え

新規鋼製建具等

新規その他

塗替え

・Ａ種　※Ｂ種 ・Ａ種　・　

・Ｂ種　・　

・Ｃ種　・　

・Ａ種　・　・Ａ種　・　

・Ｂ種　・　

・Ｃ種　・　

ＥＰ－Ｇ

ＳＯＰ

錆止め塗料塗り３

[７．４．２、３]

屋内のｺﾝｸﾘｰﾄ面　

・モルタル面

※Ｂ種　・　 ※Ａ種　・　
・合成樹脂調合ペイント塗り

※Ｂ種　・　 ※Ｂ種　・　
（ＳＯＰ）

鉄鋼面 ※Ｂ種　・　 ・Ａ種　※Ｂ種

亜鉛めっき鋼面 ※Ｂ種　・　 ※Ｂ種　・　

（鋼製建具以外）

亜鉛めっき鋼面 ※Ａ種　・　 ※Ｂ種　・　

（鋼製建具）

・クリアラッカー塗り　　　（ＣＬ） 木部 ・Ａ種　※Ｂ種

塗装の種類

新規

工程

塗替え

塗装面

仕上げ塗料塗り４

屋外木部

屋内木部

［７．５．２～７．１２．２]

・アクリル樹脂系水分散系塗料塗り
・Ａ種　※Ｂ種

（ＮＡＤ）

・耐候性塗料塗り　　　　　（ＤＰ）

　・１級

　・２級

　・３級

コンクリート面 ・Ａ－１種

・Ｂ－１種

・Ｃ－１種

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

・Ｂ－１種

・Ｃ－１種

・つや有り合成樹脂エマルション 屋内木部 ※Ｂ種　・　

屋内鉄鋼面 ※Ｂ種　・　

屋内亜鉛めっき面

コンクリート面 ※Ｂ種　・　

モルタル面 ※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

せっこうボード面 ※Ｂ種　・　

　ペイント塗り（ＥＰ－Ｇ）

・合成樹脂エマルションペイント塗り ※Ｂ種　・　

（ＥＰ）

せっこうプラスター面

※Ａ種　・　

・Ａ種　※Ｂ種・木材保護塗料塗り　　　　（ＷＰ）

・Ａ種　※Ｂ種・ウレタン樹脂ワニス塗り　（ＵＣ）

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（コンクリート面、モルタル面、プラスター面、せっこう

ボード面、その他ボード面）の塗替えの場合のしみ止め

　※改修標準仕様書表7.9.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　　・　

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合のしみ止め

　※改修標準仕様書表7.10.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　・　

・ステイン塗り ・ヒグメントステイン塗り

・オイルステイン塗り（ＯＳ）

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

※Ａ種　・　

※Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

工程

・高日射反射塗料塗り　Ｇ・高日射反射塗料塗り

　下地調整（改修標準仕様書表7.2.2）　・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種

塗料その他 塗付け量

（kg/㎡）規格番号 規格名称 種類 等級

塗料塗り JIS K 5675 屋根用高日射

反射率塗料

2種 ・1級　・2級　・3級 塗料製造所の

仕様による

クリアラッカー塗りＡ種の工程２着色

　・適用しない　　・適用する（着色剤：　・溶剤系着色剤　　・油性染料着色剤）

ウレタン樹脂ワニス塗りの工程１の着色

　・適用しない　　・適用する（着色剤：　・溶剤系着色剤　　・油性染料着色剤）

オイルステイン塗りの工程等

[ ６ ． １ ７． ２ 、 ３ ]

・Ａ－１種

新規

セルフレベリング

材料塗り

25

７　

塗
装
改
修
工
事

８　

耐
震
改
修
工
事

素地ごしらえの種別下地調整の種別

　　塗料の種別　※１種　　・２種　

　上塗り等級 及び押出成形セメ

※改修標準仕様書第8章耐震改修工事１ 適用範囲

・改修標準仕様書において第8章耐震改修工事以外の改修工事で第8章を引用している部分

工事内容 ・現場打ち鉄筋コンクリート壁の増設工事

・鉄骨ブレースの設置工事

・柱補強工事（溶接金網巻き工法又は溶接閉鎖フープ巻き工法）

・柱補強工事（鋼板巻き工法又は帯板巻き付け工法）

・連続繊維補強工事

・耐震スリット新設工事

・免震改修工事

・制振改修工事

・土工事及び地業工事

・（　　　　　　　）

２ 既存部分の撤去等 既存構造体の撤去範囲　　※構造図による

既存鉄筋コンクリート内の鉄筋の切断　　※図示［8．21．2］
［8．22．2］ はつりだした鉄筋及び鉄骨の処置
［8．23．2］

※露出部分は、錆止め塗料塗りを行う

［8．26．5］
［8．27．2］

３ 既存部分の処理

・既存柱、梁面　打継ぎ面の15～30％程度に、平均深さ2～5mm（最大7mm）程度の凹凸処理を施す。［8．21．3］

　　　　　　　　・構造図による

・既存壁　　　　打継ぎ面の10～15％程度に、平均深さ2～5mm（最大7mm）程度の凹凸処理を施す。

　　　　　　　　・構造図による

既存杭の撤去等

・撤去範囲及び方法　　　　　　　　　※構造図による　　　・（　　　　　　　）

・杭頭部の処理　　　　　　　　　　　※構造図による　　　・（　　　　　　　）

・既存杭の補強　　　　　　　　　　　※構造図による　　　・（　　　　　　　）

・既存杭の健全性を確認する試験　　　※構造図による　　　・（　　　　　　　）

既存構造体コンクリートの目荒らしの程度

［8．2．2］

溶接金網

鉄筋の継手

［8．3．4］

２

３

［8．2．1］

鉄筋の種類１
８
｜
１　

耐
震
改
修
工
事
（
共
通
事
項
）

鉄筋の定着長さ４

［8．3．4］

鉄筋のかぶり厚さ及び

間隔（溶接金網を含む）

［8．3．5］

５

特殊な鉄筋継手

［8．4．2～3］

圧接完了後の試験

［8．3．8］

６

７

［5．5．5］

［5．6．5］

８ 既存構造体との取合い

［8．22．7］

断熱材兼用型枠

　使用箇所　※構造図による

スリーブ材の材種・規格等　※構造図による

・ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄB種　G

・高炉ｾﾒﾝﾄB種　G

コンクリートの種類　※普通コンクリート　　・（）

(6．14．1)

[8．11．1］

[8．2．5］

無筋コンクリート７

セメントの種類　※普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ、高炉ｾﾒﾝﾄA種、ｼﾘｶｾﾒﾝﾄA種又はﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄA種

適用箇所　　　　　　　　　　　　・構造図による

スランプ(cm)　　　　　　　　　　※15又は18　　　・（　　　）

※18　　・（　　　）　設計基準強度Fc（N／m㎡）

９

８

13

適用箇所　　※構造図による

12

・圧入工法　（・全て　　・構造図による）

・流込み工法（・全て　　・構造図による）

・圧入工法　（・全て　　・構造図による）

・流込み工法（・全て　　・構造図による）

鉄筋コンクリート柱の溶接金網巻き及び溶接閉鎖フープ巻き工法

現場打ちコンクリート壁の増設工事

補強工法

部位毎のコンクリート打設工法の指定

［8．23．5］

［8．21．8］

打込み工法等

コンクリートの

・シアコネクタをセパレータとして使用

［8．7．8］

型枠の加工及び部位

・メッシュ型枠（使用部位　※構造図による）

・床型枠用鋼製デッキプレート（施工範囲　※構造図による）

場合は、強度、変形等について、事前に監督職員と協議すること

コンクリート及びグラウト打設時の充填性の確認のため、型枠の一部に透明型枠等を使用する

11

［8．2．7］

（6．8．3）

型枠

の備考３の表示のある合板型枠を用いる場合に限る）

G（但し、グリーン購入法基本方針における「合板型枠」※合板（※12mm）

せき板の材料及び厚さ

（9．7．3）

10

表8．1．3

位置　　※意匠図による

間隔　　※意匠図による

目地寸法　　※標準仕様書9．7．3による　・（）

プレートが支持される梁の側面について下記の打増しを行う

・床型枠用鋼製デッキプレートの梁側面部の打増し処理

・外装タイル後張り面の打増し処理

・打放し仕上げの打増し厚さ（内部に面する部分に限る）

・打放し仕上げの打増し厚さ（外部に面する部分に限る）

［8．7．8］

打増し厚さ

・C種

・B種

・A種

種類

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

［8．2．7］

［8．1．4］

コンクリートの仕上り

ひび割れ誘発目地、打継目地の深さ寸法は、打増し厚さ部で処理する

打継目地

ひび割れ誘発目地

適　用　箇　所

混和材の種類　　※改修標準仕様書8.2.5(4)(b)による　　　・（　　　）

混和剤の種類　　※改修標準仕様書8.2.5(4)(a)による　　　・（　　　）

3

６

５

４

［8．2．6］

フロー値（　　　　　　　　　　）

圧縮強度（　　　　　　　　　　）

構造体用モルタル

・混和材

・混和剤

［8．2．5］

混和材料

・B　（※コンクリート中のアルカリ総量 Rt＝3．0kg／m　以下）※A

アルカリシリカ反応性による区分

［8．2．5］

骨材の種類

１

・フライアッシュセメントB種　G

402J／g以下

352J／g以下

28日目

7日目水和熱

適合するものとする。ただし、無筋コンクリートに用いる場合を除く

・高炉セメントB種　G

混合セメントのA種

※普通ポルトランドセメント又は

使　用　部　位セメントの種類

表8．2．3

表8．1．1

［8．1．3］

コンクリート

レディーミクスト

3
容積質量（t／m ）

・土間コンクリート

適　用　場　所
（㎝）

スランプ

Fc（N／m㎡）

設計基準強度 気乾単位

※普通コンクリート

※Ⅰ類（JIS A 5308「レディーミクストコンクリートへの適合を認証されたコンクリート）２

・建物躯体（上記除く）

・（　　　　　）

・基礎　　・基礎梁　　・土間スラブ

・（　　　　　）

※15

・18

※18

※15

・18

2．3程度・21

・24

・（　　　）

2．3程度・18

普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210に示された規定の他、次の規定の全てに

・Ⅱ類（JIS A 5308に適合したコンクリート）

［8．2．5］

セメントの種類３

コンクリートの種類

及び強度

８
｜
２　

耐
震
改
修
工
事
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
）

製作工場の加工能力１

※建築基準法第77条の56に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた［8．1．5］

（株）日本鉄骨評価センター及び(株)全国鉄骨評価機構(旧(社)全国鐵構工業協会)の

「鉄骨製作工場の性能評価基準」に定める「（　）グレード」として国土交通大臣から認定

を受けた工場又は同等以上の能力のある工場

・監督職員の承諾する製作工場（標準仕様書7.1.1以外の適用範囲に限る）

２

種類等 表8．2．8３
種類の記号 使　用　箇　所 規格等［8．2．8］

※JIS規格による

※JIS規格による

４

［8．2．9］

［8．13．2］

８
ー
３　

耐
震
改
修
工
事
（
鉄
骨
工
事
）

※配置する　　・配置しない

　　高力ボルト区分

　　　※トルシア形高力ボルト　　2種（S10T）　　・JIS形高力ボルト　　　   2種（F10T）

　　高力ボルトの径　　※構造図による

　　　・（　　　　　　）

　　　※構造関係共通事項（鉄骨標準図）1-1縁端距離及びボルト間隔による　　・構造図による

　　ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

　　　試験方法等　※構造図による

　　すべり試験の実施　※すべり係数試験　　・すべり耐力試験

　　　　すべり試験を実施する場合、改修標準仕様書8.14.2(1)(ｱ)又は(ｲ)による摩擦面の確認は、

　　　　本試験で作成した対比試験片で行うこと

　　摩擦面の処理方法等

　　　※ブラスト処理（表面粗度50μｍRz以上）又はりん酸塩処理　　・構造図による

鉄骨の製作工場

施工管理技術者

鋼材

高力ボルト

［8．24．4］

［8．22．3］
［8．23．3］
［8．26．6］
［8．27．3］
［8．28．2］

［8．21．9］

［8．1．3、4］

（6．2．1～4）

（6．6．4）

（6．8．1）

・20㎜　　・（　　　）

・10㎜　　・20mm　　・（　　　）

・20㎜　　・（　　　）

・10㎜　　・20mm　　・（　　　）

　　　　　　試験対象

表8．2．1

形状等

種類の記号

・溶接金網

・鉄筋格子

柱、梁の主筋

耐力壁の鉄筋

その他の鉄筋

鉄筋の継手位置　　※構造図による

・柱及び梁の主筋の重ね継手の長さ　※構造図による

耐力壁の重ね継手長さ　　※改修標準仕様書8.3.4(3)(ｱ)による

　　　　　　　　　　　　・改修標準仕様書8.3.2による

種類の記号

※SD345

呼び名

※D16以下

※D19以上

備考

使用箇所種類の記号 網目寸法、鉄線の径（mm）

継手の方法等

部位 継手方法

※ガス圧接（D19以上）　　・機械式継手　　・溶接継手

※重ね継手（D16以下）　　・　

・重ね継手（D16以下）

呼び名

※改修標準仕様書8.3.4(5)、(6)による　　・構造図による

機械式定着工法

　・適用する　　適用箇所：　・ 図示による（　　　　　）　　・　

　　　　　　　　種類：　・ 摩擦圧接接合　　・ 螺合グラウト固定　　・ 嵌合グラウト固定

　　　　　　　　工法：　※第三者機関の評定等を取得している工法とする

　　　　　　　　補強筋形状法：　※評定等の評価内容による

　　　　　　　　必要定着長さ：　※評定等の評価内容による

　　　　　　　　検査：　※評定等の評価内容による

　　　　　　　　かぶり厚さ：　※評定等の評価内容による

　　　　　　　　品質確認：　※評定等の評価内容による

最小かぶり厚さ（目地底よりかぶりを確保する）

※改修標準仕様書　表8.3.6による

　・軽量コンクリートを適用する場合

　　　適用箇所（　　　　　　　）

　　　・最小かぶり厚さに加える厚さ（　　　）mm

　　　適用箇所（　　　　　　　）

　　　・最小かぶり厚さに加える厚さ（　　　）mm

　・耐久性上不利な場所がある場合（塩害を受けるおそれのある部分等）

外観試験 ※行う　（全数）

抜取試験 ※超音波探傷試験　

　　　　適用箇所　　※構造図による

　　　・機械式継手

　　　　H12建告第1463号に適合する性能　・A級　・（　　　）　

　　　　種類

　　　　　・ ねじ式鉄筋継手

　　　　　　　充填方式　・ 無機グラウト式　　・ 有機グラウト式　　・ 

　　　　　・端部ねじ加工継手

　　　　　・モルタル充填式継手

　　　　　・ 

　　　　工法　※第三者機関の評定等を取得している工法

　　　　鉄筋相互のあき　※評定等の評価内容による

　　　　品質の確認　※評定等の評価内容による

　　　　検査　※評定等の評価内容による

　　　　施工完了後の継手部の試験

　　　　・外観試験

　　　　　　試験対象　※全数

　　　　　　試験項目　・評定等の評価内容による

　　　　　　試験方法　・評定等の評価内容による

　　　　・超音波測定試験

　　　　　　・抜取り　　ロット　・１組の作業班が１日に行った継手箇所で、サイダ200箇所程度とする

　　　　　　　　　　　　　　　　・ 

　　　　　　　　　　　　試験の箇所数　１ロットに対して（　　　　　　）箇所

　　　　　　・全数

　　　　　　試験項目　　※挿入長さ

　　　　　　試験方法　　※JIS Z 3064（鉄筋コンクリート用機械継手の鉄筋挿入長さの超音波測定方法

　　　　　　　　　　　　　及び判定基準）による　

　　　　不合格となった場合の措置　・ 

　　　・溶接継手

　　　　使用箇所　　※構造図による

　　　　H12建告第1463号に適合する性能　※ A級　・（　　　）

　　　　溶接継手の工法　　・図示による（　　　）

　　　　鉄筋相互のあき　　・ 標準仕様書5.3.5(4)による

　　　　　　　　　　　　　・ 評定等の評価内容による

　　　　　　　　　　　　　・ 図示による（　　　　　）

　　　　施工完了後の溶接部の試験

　　　　　　試験対象

　　　　・外観試験

　　　　　　試験対象　※全数

　　　　　　試験項目　・評定等の評価内容による

　　　　　　試験方法　・評定等の評価内容による

　　　　・超音波測定試験

　　　　　　・抜取り　　ロット　・１組の作業班が１日に行った継手箇所で、サイダ200箇所程度とする

　　　　　　　　　　　　　　　　・ 

　　　　　　　　　　　　試験の箇所数　１ロットに対して（　　　　　　）箇所

　　　　　　・全数

　　　　　　試験項目　　※挿入長さ

　　　　　　試験方法　　※JIS Z 3064（鉄筋コンクリート用機械継手の鉄筋挿入長さの超音波測定方法

　　　　　　　　　　　　　及び判定基準）による　

　　　　不合格となった場合の措置　・ 

割裂補強筋

種類 材料 材質 径 本数ピッチ等 適用箇所

※スパイラル筋 ※鉄筋コンクリート ※SR235 ※φ6 スパイラル筋の径（㎜）

・φ9 （　　　　　　　）

スパイラル筋のピッチ

（　　　　　　　）

・はしご筋

（異形鉄筋）

・SD295A ・D10 壁面内方向筋

（　　　　　　　）

壁面外方向筋

（　　　　　　　）

・（）

※構造図

による

・（） ・（）

・（）
・（）

　　　　　　用棒鋼

※鉄筋コンクリート

　　　　　　用棒鋼

（mm)

※SD295

（7．1．3）

［8．1．6］

［8．14．2］
［8．13．8］

ント板面
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仕上表（１）

２

８

（ＧＬカラー鋼板屋根塗替え）アクリルシリコン塗料、ケレン・錆止め・ 2回塗、雪止め金具共

（破風板塗替え）ウッドステインプロテクター塗（下地 R B 種）

（ＧＬカラー鋼板屋根塗替え）アクリルシリコン塗料、ケレン・錆止め・ 2回塗、雪止め金具共

（破風板塗替え）ウッドステインプロテクター塗（下地 R B 種）

（ＧＬカラー鋼板屋根塗替え）アクリルシリコン塗料、ケレン・錆止め・ 2回塗、雪止め金具共

（破風板塗替え）ウッドステインプロテクター塗（下地 R B 種）

（ＧＬカラー鋼板屋根塗替え）アクリルシリコン塗料、ケレン・錆止め・ 2回塗、雪止め金具共

（破風板塗替え）ウッドステインプロテクター塗（下地 R B 種）

（鉄部塗替え）耐候性塗料、ケレン・錆止め・ 2回塗

（屋根　撤去・取替え）ポリカーボネイト板 5ｔ

水性クリアー塗装塗り（下地 R A 種）

水性クリアー塗装塗り（下地 R A 種）

水性クリアー塗装塗り（下地 R A 種） 一部（平面図斜線）：水性クリアー塗装塗り（下地 R A 種）

（杉板外壁塗替え）ウッドステインプロテクター塗料（下地 R B 種）、ケレン・ 2回塗

ジュラクペンアート部　水性アクリルシリコン系塗料塗装　水洗い　シーラー

水性クリアー塗装塗り（下地 R A 種）

ド－ム屋根

外 部 仕 上 表

屋　根

シ－リング改修
外壁木部　外壁目地　サッシ廻り　既存シーリング撤去・処分

変成シリコンシ－リング（Ｃ種、２成分形）１０＊７

ポ－チ外　壁

小　庇

付 帯 工 事

園児通路屋根

乳幼児室
既存：木質フロ－リング張り１５ｔ（床暖用） 既存：タタミは既存のまま

一時保育室
既存：木質フロ－リング張り１５ｔ（床暖用）遊戯室

（たまごホール）

内 部 仕 上 表

既存：木質フロ－リング張り１５ｔ（床暖用）
保育室（３歳）

既存：木質フロ－リング張り１５ｔ
職員室

ＷＣ（ 1）
既存：木質フロ－リング張り１５ｔ（床暖用） 既存：タタミは既存のまま

◆ 特 記 事 項

(丸柱シーリング打替え)

背割れ部、H2.7m×幅30(4ヶ所)

（窓額縁改修）

GLカラー鋼板巻き：0.35ｔ､Ｈ300､145×25　三方

図面記入の仕上材料は，全て参考品とし同等品以上とする。

各種仕上材料については，使用材料報告書を監督員に提出し承諾後決定とする。

各種仕上材料については，カタログ見本等を提出し決定する。
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竪樋

ウッドフェンス
四国化成オプティアフェンス４型
Ｈ＝１，０００

３０＊１２０（マニルカラ）
鋼製下地＋アルミ金具

埋込み型消化器ボックス（扉付） ホ－ム床下点検口６００角

床下点検口　密閉タイプ（参考：ＭＳＥＭ－６００）室名札：平付き　アクリル製ピクトサイン１８０角

室名札：平付き　アクリル製８０＊２５０

室名札：平付き（木彫部屋名札Ａ）

室名札：持ち出し（木彫部屋名札Ａ）

防火上主要間仕切を示す。

桧３０＊１２０
フッ素樹脂塗料塗り

改修部分

平面図　１／１００

可動間仕切調整(PWK-1)
可動間仕切調整(PWK-1)

（床畳取替え）
850×1700×厚25、既存処分共

（床畳取替え）
850×1700×厚25、既存処分共

（床板塗替え）
床ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗、3回塗り
ｻﾝﾀﾞｰ掛け3回

デッキオイル塗料塗り(上面・正面小口)：ウッドデッキ部、3回塗り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　素地ごしらえRB種

（WC(1)窓額縁改修）
GLカラー鋼板巻き：0.35ｔ､Ｈ300､145×25　三方
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有限
会社ア－ク設計工房ア－ク設計工房

D R A WC H I E FH E A D

１６８６６８一級建築士　第 号 藤原　賢治

管理建築士

２０２４

三朝町立賀茂保育園改修工事 Ａ

矩計図（ゆうぎ室） 1/50 ８
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保 育 （ ５ 歳 ）

ウッドデッキ

デッキオイル塗料塗り(上面・正面小口)：ウッドデッキ部、3回塗り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　素地ごしらえRB種

桧３０＊１２０
フッ素樹脂塗料塗り

軒高

軒高

ＧＬ

ＦＬＦＬ

ＧＬ

Ｅ Ｇ

1 2 0

2 1 02 , 1 8 6 . 7 3
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有限
会社ア－ク設計工房ア－ク設計工房

D R A WC H I E FH E A D

１６８６６８一級建築士　第 号 藤原　賢治

管理建築士

２０２４ ６

Ｇ三朝町立賀茂保育園改修工事 ４

プ－ル１（仕様書、配置図、断面図） 1/100
1/50

改修部分

（プールサイド床改修）
防滑シート張り(新設):プールサイド用
シーリング打替え:プール取合部・プールサイド端部

（プールサイド床改修）
防滑シート張り(新設):プールサイド用
シーリング打替え:プール取合部・プールサイド端部
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有限
会社ア－ク設計工房ア－ク設計工房

D R A WC H I E FH E A D

１６８６６８一級建築士　第 号 藤原　賢治

管理建築士

２０２４ ６

Ｇ三朝町立賀茂保育園改修工事 ５

プ－ル２（詳細図、断面図） 1/4,1/30
1/50
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D R A WC H I E FH E A D

１６８６６８一級建築士　第 号 藤原　賢治

管理建築士

２０２４ ６

Ｇ三朝町立賀茂保育園改修工事 ６

プ－ル３（基礎伏図、詳細図） 1/100,1/20
1/10
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D R A WC H I E FH E A D

１６８６６８一級建築士　第 号 藤原　賢治

管理建築士

２０２４ ６

Ｇ三朝町立賀茂保育園改修工事 ７

プ－ル４（詳細図） 1/10,1/2
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D R A WC H I E FH E A D

１６８６６８一級建築士　第 号 藤原　賢治

管理建築士

２０２４ ６

Ｇ三朝町立賀茂保育園改修工事 ８

プ－ルサイド 1/10,1/30
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有限
会社ア－ク設計工房ア－ク設計工房

D R A WC H I E FH E A D

１６８６６８一級建築士　第 号 藤原　賢治

管理建築士

２０２４ ６

Ｇ １１三朝町立賀茂保育園改修工事

砂場大　平面図・各部詳細図  1/100,1/50
1/30,1/10

（砂場屋根改修）
屋根テント取替え:ハリケーン生地又は同等品φ5.0m×H750
鉄部DP塗:アクリルシリコン2級
素地ごしらえRB種
サビ止め塗料塗りB種、2回塗り


